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【はじめに】Bi4Ti3O12 や Bi1/2Na1/2TiO3 をはじめ、いくかの Bi 含有酸化物が強誘電体

として知られている。本研究では、強誘電体の候補物質として Bi1/2Ag1/2TiO3 (以下で

は BATO とする)に着目した。BATO ペロブスカイトは、最初、超高圧下で合成された

[1, 2]が、その後、10 気圧（1 MPa）程度の酸素圧下で合成できることが明らかになり、

構造や誘電性について検討されてきた[3, 4]。一方、(1) X 線回折ピークがブロードで

分離が悪く（擬立方晶）、結晶系や空間群を決定するのが難しい、(2) 極性、強誘電性

の判定ができていないなど、不明な点が残っている。そこで、本研究では、これらを

明らかにするために、放射光を用いたＸ線回折測定（KEK-PF, BL4B2 粉末回折ビーム

ライン, = 1.20671 Å）、光第 2 高調波発生（SHG）測定および誘電測定を行った。 
【結果および考察】 図 1 に示した

ように放射光を用いたＸ線回折に

おいてペロブスカイトの基本回折

ピーク（立方晶を仮定、格子定数 a = 
3.889 Å）の他に、超格子回折ピーク

（指数はすべて半整数）が見られた。

これらの超格子ピークは、TiO6 酸素

八面体の反位相の tilt に対応する。

さらに、SHG 信号が観測され、こ

の物質が極性結晶であることが明

らかとなった。これらの結果から、

室 温 に お け る 空 間 群 は 、

Bi1/2Na1/2TiO3 と同様に対称中心を

持たない R3c（点群 3m）であると

考えられる。当日は、構造解析結果

の他、実験室での高温Ｘ線回折測定、

誘電特性および SHG の温度依存性から見出された相転移挙動についても報告する。 
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Fig. 1 Powder synchrotron X-ray diffraction pattern of 
Bi0.50Ag0.48TiO3 at room temperature（=1.2067 Å）. 
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